
横浜天声キリスト教会　　週報　第 2巻 30号（No.80）　　2011年　7月 24日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります
御言葉 イザヤ 61:6-11
賛美 さあ賛美しよう(PPT　３５)
使徒信条 会衆一同

交読文 25
賛美 御言葉に歩めるように(PPT　10)
メッセージ 神の国の宴会　２　（マタイ 22:1-14）
御言葉を適用する祈り 会衆一同

主の祈り 会衆一同

Ⅱコリント１３：１１－１３ パスター

報告

震災にある日本のための祈り
今、実際的な助けを必要としている人達に、一刻も早く助けが備えられるように。

上に立てられている権威に良き知恵が与えられ、正しい判断によって混乱なく指示を出しま

すように。

今、被災地で救助活動しておられる働き人達の手が守られ、滞りなく進められますように。

分子の陽子・電子・中性子に至るまで、全宇宙の運行を全て支配し管理しておられる主・イ

エスの名によって、原発や地下プレートが、この国の人々に害する事を禁じます。

今、人を脅かしているあらゆる自然の活動に対し、地の深みから山々の頂に至る全地を統

べ治めておられる主イエスの名によって、これ以上この国に害を及ぼす事を、禁じます。

人々を害為す邪悪な人的・霊的な存在には、自ら掘った墓穴に入るよう呪います。

陽子・電子・中性子から全宇宙の運行に至るまで、全て支配し管理しておられる、主イエス

の名によって、日本を祝福します。アーメン。

聖書クイズ（今日のメッセージから答えて下さい）

問１：　神の宴会に悪人が呼ばれて、参加しても大丈夫ですか？

問２：　神の宴会に参加する時に決して忘れてはならない事は何ですか？

問３：　宴会に参加する際に着る礼服は自分で用意しなくてはならないですか？

問４：　礼服とは何ですか？

問５：　自前の服とは何ですか？

メッセージ概要

神の国の宴会に与る者について、前回とは別の平行箇所であるイエス様のたとえ話から見ていきたい。

ある王が王子のために婚宴を催し、招いておいた人々に「食事の用意が整いました。牛や肥えた家畜を

屠って、すっかり用意ができています。さあ、婚宴においでください。」と僕に言わせた。

神の祭り（宴会）においては、既に、最良の家畜は屠られ、天の食卓は整えられてある。

この屠られた最良の家畜とは、屠られた子羊イエス様（黙示録 5:6）であり、私達はその流された血潮に

よって天の大宴会に誘われ、いつでも参加できる特権が与えられている。

しかし人々は無視したり、色々な口実をつけては断り、あるいは僕達を殺してしまった。（マタイ 22:6）

前回、神の宴会を断る者達に３パターンあるのを見た（ルカ 14:16）が、神は誘っても来ない者達について

は放っておかれ、そして決して神の食卓には与からせないし、神の僕を殺すような者は滅ぼされる。

しかし神の宴会に参加したら万事ＯＫというわけではなさそうで、宴会場から追い出されてしまう者もいる。

どういう人が追い出され、どういう人が追い出さされないのか。その選別基準は、礼服である。（12 節）

宴会には悪人も善人も集まっていた（10 節）が、追い出されたのは礼服をつけていない者だった。

という事は、偶像崇拝や盗みを働いていた者が、たまたまその時礼服を身に着けて宴会に参加しても、何

のお咎めも無しなのに、品方向性に生きてきた者が、たまたまその時礼服を身に着けずに参加したら、外

に追い出されてしまう、という事態も、大いに起こりうる。

一体、礼服とは何だろうか。

この時代、王様が披露宴などに人を誘う時は礼服も一緒に贈ったため、礼服を持っていないというのは有

り得ず、礼服なしに宴会に来たのなら、王の贈った服を身に着けるのを敢えて拒否した上で来た事になる。

つまり、王の用意したものを着るなら大丈夫で、自前の服で王の前に出る事はダメなのである。

大祭司ヨシュアは神の前に汚れた服を着ていたが、神様は汚れた服をまず脱がせ、きよい礼服（新共同：

晴れ着）を着させた。（ゼカリヤ３章。1-5）

この礼服も大祭司ヨシュアの自前ではない。彼の自前の服は汚れている。その服は神様が支給して下さっ

たもので、その礼服を着る事によってサタンの訴えは無効となり、神の御前に大胆に進み出る事が出来た。

「あなたがたは皆、信仰により、キリスト・イエスに結ばれて神の子なのです。洗礼を受けてキリストに結ばれ

たあなたがたは皆、キリストを着ているからです。」（ガラテヤ 3:26,27）

すなわち礼服とはキリストご自身であり、汚れた衣・自前の服とは私達の”正しいわざ”(イザヤ 64:6)である。

自分のがんばりによっていくら正しい行いをしてみても、神の御前には汚れた衣を着ているようなものであ

り、サタンは平気で訴えて来る。しかし、神の支給された礼服、すなわち、イエス様の裂かれた体を着る時、

神の目からは私達はキリストと同様に見られ、サタンの訴えの口は封じられるのである。

ヤコブがイサクから祝福を得たのは、ヤコブが兄の晴れ着と動物の毛皮を身に着けたためで、本来祝福を

受けるべきでない者が祝福を受けるのは理不尽に見えるが、支給された晴れ着を着、屠られた動物の毛

皮を着た者に、祝福が与えられるというのが、神様のやり方である。

だから、支給された礼服を脱いで、自前の服を再び着て、神の御前に出るなどとは、言語道断である。

私達の「行い」という古い着物なぞは脱いで、神様が用意して下さった礼服すなわちキリストを着てこそ、神

の祭りに参加でき、神の用意された最上の料理（キリスト）を味わい、飲み食いする事が出来るのである。

つまり、宴会に参加出来る者、キリスト者とは、人のまわしで相撲を取る者ならぬ、イエス様のまわしで相撲

を取る者、虎の威を借りた狐ならぬ、イエス様の衣を借りた狐である。

私達は既に、キリストという礼服の支給を受けており、それを身に着けるかつけないかは、各人次第だ。

神の支給された贖い、イエスキリストを身に着け、神の宴会で大いに楽しみ食事を味わう皆さんであります

ように。イエス様の名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部              　       10:00
2 部（韓国語のみ）  　11:00
食事/フェローシップ　12:00～

3 部（韓国語 日本語通訳あり）　14:00
聖書勉強会                           15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～

水曜集会

　1部                                   　13:00～

　2部                                   　19:30～

金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番出口より徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。
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モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


